
資料２

■市民協働会議の「まちづくり提案書」に対する能代市の対応について（数の集計）

政策番号 政策 具体案 ①対応 ②検討 ③研究 ④困難 ①＆② ①＆③

１（２） みんなが参加し活躍する地域づくり 3 0 3 0 0 0 0

１（４） 気軽に親しみ楽しめるスポーツ 3 1 1 1 0 0 0

２（１） 地域や社会で支える子ども・子育て 5 2 0 1 0 2 0

２（２） 次代を担う子どもを育てる学校教育 4 1 0 1 0 0 2

２（３） 地域や社会に活かす生涯学習・文化 4 2 2 0 0 0 0

３（３） 豊かな自然や伝統・文化を活かした観光 3 2 0 1 0 0 0

４（２） 機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク 3 2 0 0 0 0 1

４（５） 調和のとれた有効な土地利活用 2 0 1 0 0 1 0

合　計 27 10 7 4 0 3 3

【参考】

①対応 「次年度対応予定（または対応済み）」の主なもの・・・・・P5-ｽﾎﾟｰﾂが可能な施設と利用方法の周知（対応済）、P9-ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業（対応済）、

P17-ﾎﾃﾙ建設事業への補助金（次年度対応）

②検討 「今後対応する方向で検討中」の主なもの・・・・・・・・・P3-様々な立場の市民がまちづくりを考えることができる仕組み、P3-市民活動支援ｾﾝﾀｰ

の機能強化及び市民活動への支援、P13-祭りや民俗芸能のｱｰｶｲﾌﾞ化と放映

③研究 「課題や事例等の研究が必要」の主なもの・・・・・・・・・P8-病院内での病児以外の子どもの託児、P12-英語に特化した教育の導入、P16-市と事業者が

主体の食のＰＲｲﾍﾞﾝﾄの開催

④困難 「当面は対応が困難」の主なもの・・・・・・・・・・・・・なし

①&②・・・・・P7-子育て世帯への支援（R7より市立学校の給食の無償化を実施。保育料や主食費の無償化は今後検討）

　　　P21-中心市街地の定義、まちづくりの方向性の見直し（様々な主体が参加し中心市街地活性化計画を策定。様々な主体がまちづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関わり合える仕組みは今後検討）

①&③・・・・・P10-ＳＮＳ活用、直接子どもの意見を聴く（子ども計画策定では、ｱﾝｹｰﾄ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを実施、ﾓﾆﾀｰ登録したこども・若者へ意見聴取した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＮＳの活用は先進事例や活用状況を参考に研究が必要。）

　　　　　　　 P19-地吹雪箇所の確認、防雪柵の増設改良。誘導灯の設置箇所増。（地吹雪箇所の確認、防雪柵の改良は着手済み。誘導灯は、効果や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費用等の検討が必要）

市民協働会議の提案 市の対応（選択した番号）


